
東京書籍・小学校国語科の教科書における「海」 

 

東京書籍 新しい国語 4上 

22ページ 

 

 

漢字の練習で、「水や海に関係のある言葉」を

勉強します。海に関係のある言葉は他にないで

しょうか。 

児童の海への関心を高めるよい機会です。 

 

 

 

24ページ 

 

 

まさに海の生き物を扱った読み物です。ヤドカ

リとイソギンチャクの生態が詳しく書かれて

おり、磯の体験学習の事前学習としても活用で

きるでしょう。 

内容は大変に理科的であり、生き物の共生に関

する内容です。「海の科学」、あるいは共生とい

うキーワードから海との共生に結びつけるこ

ともできます。 

 

 

 

 



32ページ 

 

 

相手に的確に話を伝える、という内容ですが、

取り扱われているのが「水族館」です。 

海への興味関心を高める教材となり得ます。 

 

 

110ページ 

 

関連教材として、海の生き物を扱った書籍を紹

介しています。 

ここで取り上げる、あるいはこれらの書籍を実

際に見せて、海への関心を高めることができま

す。 

 

 

 

 

 

  



東京書籍 新しい国語 4下 

28ページ 

 

 

連詩の勉強で、お題として「海」が挙げられて

いますので、海をテーマにした詩を取り上げま

しょう。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい国語 5上 

87ページ 

 

「５年生の本だな」で、読み物として海と森の

関わりを扱った本「森は呼んでいる」が取り上

げられています。 

ぜひ紹介をしましょう。 

 

 

104ページ 

 

「資料を読んで考えてみよう」という学習課題

のなかで「丈夫な骨を作るには」という資料が

紹介されています。 

資料の中で、海そうが取り上げられています。 

 

 

 

 

  



東京書籍 新しい国語 5下 

42ページ 

 

「森林のおくりもの」という読み物のなかで、 

「大昔から日本では、塩を海水から作りまし

た」 

という記述があります。 

この部分はぜひ、さっと読み進むのではなく取

り上げるようにしましょう。 

 

 

 

46ページ 

 

「森林のおくりもの」の続きです。 

海岸で植林が続けられていることが紹介され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



48ページ 

 

 

「森林ブックガイドを作ろう」という学習の手

引きで、 

「海岸でも風や砂と戦いながら、植林が続けら

れています」というところを、もっとくわしく

知りたい」 

として、関心を持つ例として取り上げられてい

ます。海に関心を持つ学びができる良い機会で

すので、手引きの通り、ここはこのまま取り上

げるのも良いでしょう。 

 

 

 

49ページ 

 

 

48 ページの手引きに従い、ブックガイドを作

成した例が載っています。 

海に関する興味関心と学びを深める良い機会

です。 

 

 

 

  



139ページ 

 

「言葉の世界」で、漁業に関する言葉がいくつ

か採り上げられています。 

他にどのような言葉があるでしょうか。言葉の

世界をひろげ、海のイメージを豊かにしていき

ましょう。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい国語 6上 

（扉） 

 

 

海の象徴的なイメージが語られています。海の

もつイメージを膨らませてみましょう。 

 

 

15ページ 

 

日本十進分類法では「４５２」が海・川となっ

ています。 

海のことを調べたければ図書館でこの番号を

探せばいい、ということを教えましょう。 

 

 

 

24ページ 

 

太平洋の孤島、イースター島が取り上げられて

います。 

この話の趣旨は、海洋国として暮らす（つまり、

漁業を営んで暮らす）ときに森がいかに大事で

あるか、という視点です。 

同じ海洋国である我が国にも教訓となる話で

す。そのような視点も導きながら学習すると、

海への理解が深まります。 

 

 

 

 



100～102ページ 

 

「資料を活用して書こう」のなかで「海岸や河

原にごみを捨てないようによびかける文章を

書きましょう」とした文章が紹介されていま

す。 

ここでは文書作成に関する学習がテーマです

が、海の学びを深める機会として活用しましょ

う。 

 

 

 

107ページ 

 

読み物の紹介で「海時計職人ジョン・ハリソン」

という書籍が紹介されています。船旅に関する

本です。 

 



 

同じく、「海があるということは」として、海

をテーマとした詩集が紹介されています。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい国語 6下 

 

 

5ページ～16ページ 

 

 

まさに「海と関わりあい、海と生きる」という

ことが主題の読み物です。海を真正面から扱っ

ていますので、ぜひじっくりと取り組みましょ

う。 

 

 

 

18ページ  

 

「学習の手引き」ですが、海への興味関心、海

への関わり合いについて、真正面から取り上げ

られています。 

・太一にとって、「海」はどのようなものであ

るかを考えましょう 

・「海」という言葉やそれに関連する言葉がふ

くまれている会話や、人物の関係図に書いたこ

とを手がかりにしましょう。 

・物語の題名や、中に出てくる「海のいのち」

という言葉にこめられた意味を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26ページ 

 

「言葉の由来に関心を持とう」として、和語の

例として「海」が紹介されています。 

つまり、古くから日本にあった言葉の代表的な

ものとして「海」が紹介されている、というこ

とです。つまりは我が国と海の深い関わりを示

しています。 

 

 

118ページ 

 

読み物の紹介で、「鯨と少年の海」として漁師

について紹介した書籍が示されています。 

 

 

 



東京書籍・小学校社会科の教科書における「海」 

東京書籍 新しい社会３・4上 

23ページ 

 

「わたしたちの市」にはどのような場所がある

か、という学習課題で、「海に近いところもあ

る」として海が持ち出されています。 

 

 

 

28ページ 

 

「仙台港のまわり」として、港の特徴が紹介さ

れています。 

なぜ港の海岸線はまっすぐなのか？という問

題提起により港の機能を考えることができる

内容になっています。（29ページに解答あり） 

 

 

 

28ページ 

 

また、「港には、遠くからたくさんの船が入っ

てきて、いろいろなものを運んできます。反対

に、船でいろいろなものを遠くに送ることもで

きます」 

として、運輸に関する港の機能、船の機能、そ

して海の能力について述べられています。 

 

 

29ページ 

 

「工場はなぜ海の近くに集まっているのか？」

という問題提起により、港の機能、ひいては海

の機能を考えさせることができます。 



35ページ 

 

学習の振り返りでふたたび海が取り上げられ

ており、海への意識を再び持たせることができ

ます。 

 

 

39ページ 

 

港そのものから、港で働く人にスポットを当て

ることで、「海に関係する仕事」を取り上げる

ことができます。 

 

55ページ 

 

魚が紹介されています。私たちの生活を成り立

たせる商品には、写真のように海で獲れたもの

が含まれていることを説明することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



55ページ 

 

スーパーマーケットに並ぶさまざまな商品が、

日本各地が海外から運ばれてくることが説明

されています。 

このとき、挿絵の中に船が描かれていることに

注目し、 

・これらの商品はどうやって運ばれてくるのか 

・なぜ船の絵が描いてあるのか 

を考えると、海は目の前になくても私たちの生

活を支える大事な存在であることを考えさせ

ることができます。 

 

 

 

75ページ 

 

この記述をもとに、魚を材料とした食べ物につ

いて考えさせることができます。 

さらに、魚以外でも海から得られたものを材料

とした食べ物について考えさせることができ

ます。 

 

 

 

76ページ 

 

75ページの続きです。 

 

 

 

 

 



77ページ 

 

かまぼこ工場の解説で、かまぼこの材料である

魚をどこから、どのように調達しているかが書

かれています。 

ここで、海の資源としての魚が海の資源である

ことや、「なぜ昔は仙台の海で獲れた魚だけだ

ったのに、今は仙台だけではなく外国の海で取

れた魚も使うようになっているのか？」を考え

させ、 

海の資源を守る重要性を考えさせることがで

きます。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい社会３・4下 

37ページ 

 

「水はどこから来るのだろう」という学習で、

海水から真水を作る仕組みが紹介されていま

す。このような技術の開発は理科の学習とつな

がる内容ですが、海に囲まれた、日本ならでは

の施設といえます。 

「海の国・日本」を紹介できるよい事例です。 

 

 

53ページ 

 

生活で利用している水が、海を循環して私たち

の生活に役立っていること、つまり、海は目の

前にないけれども私たちの生活の一部である

ことを考えさせることができます。 

 

 

53ページ 

 

37 ページで紹介した内容と関連しますが、海

水から真水を作る試みは日本だけではなく外

国でも行われています。 

また、外国にあるこれらの施設でも日本が建設

していたり日本の技術（逆浸透膜）が使われて

いるなど、海洋国家・日本で生まれた技術が世

界に役立っています。 

 

 

 

 

 

 

 



76ページ 

 

名古屋市にある干潟が紹介され、「水鳥やカニ

などの生き物が集まる場所です」と説明されて

います。ここがゴミ処分場として埋め立てられ

そうになったが、その後、中止されたことが紹

介されています。 

「ゴミを減らすための取組み」の例として挙げ

られていますが、「海（海辺）は守らなくては

ならないもの」との考えを持つことができる内

容です。 

 

81ページ 

 

76 ページの続きで、干潟（海辺）は「自然と

人が共に生き続ける社会」の象徴として考える

ことができます。 

 

 

81ページ 

 

ラムサール条約（湿地の保存に関する国際条

約）に登録している場所の多くが沿岸であるこ

とを説明し、生き物の生存のために必要な、守

るべき大切な場所が海辺に多いことを説明す

ることができます。 

 



82ページ 

 

「暮らしを支える電気」の説明で、火力発電所

も原子力発電所も、海の傍に作られているのは

なぜ？という疑問を持つことから、わたしたち

の生活を支える電気も、実は海に支えられてい

ることを学ぶことができます。 

 

 

 

112ページ 

 

有明海の海苔が紹介されており、 

・海苔は海の生き物であること 

・海の生き物が私たちの食生活を支えているこ

と 

・海で働くひとがいるから成り立っていること 

・海の恵みをより多く享受できるよう、人々が

工夫してきたこと 

を学ぶことができます。 

 

124ページ 

 

 

兵庫県姫路市を例に、「陸・海・空の交通の広

がりについて話し合おう」として、海の交通に

ついて考えを持つことができるよう期待され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 



152ページ 

 

「直線の海岸が多いのは、コンテナを運ぶ船の

ためなのかな」として、海岸の利用について考

えを持つことができます。 

 

 

 

126ページ 

 

海の仕事が紹介されています。 

 

 

 

152ページ 

 

港を通した世界とのつながりについて書かれ

ています。 

 

 

 

 



153ページ 

 

152ページの続きです。 

 

 

 

156ページ 

 

神戸市から伸びるフェリー航路が紹介されて

おり、「国内海運」について考えを持つことが

できます。 

 

 

 

160ページ 

 

都道府県カルタで「カステラやチャンポンうま

い長崎県」と紹介されていますが、ここまでの

学習をもとに、海のまちは他にもあるだろう

か、と考えることができます。 

 



東京書籍 新しい社会５上 

3ページ 

 

世界における海を学びます。 

 

 

 

5～6ページ 

 

 

「海洋の調べ方」や「太平洋、大西洋、インド

洋の３つの海」を学びます。 

それらの位置関係を押さえたうえで、日本が大

きな大陸には属さず、そこから離れた「海に囲

まれた国＝海洋国家」であることを学ぶことが

できます。 

 

 

 

8～9ページ 

 

6ページの関連で、日本が数多くの島々からな

る海洋国家であることを学ぶことができます。 

 

 



11ページ 

 

ここでも、日本が海に囲まれた島国、海洋国家

であることを学ぶことができます。 

 

 

 

13ページ 

 

我が国の地形の特徴も、「海洋国家・日本」の

成り立ちと合わせて考えられればたいへん良

い教材になります。 

（そのことをここですぐに学習するのではな

く、海の勉強の際に振り返ると良いでしょう） 

 

23ページ 

 

理科での学習内容と関連しますが、梅雨や台風

で降る雨はどこから運ばれてきたのだろう？

と考えることで、農業用水や飲料水として欠か

せない水はもともと海からやってきたもので

あることに気づき、海の恵みについて考えるこ

とができます。 

 

29ページ 

 

「沖縄県の文化や自然を守る」との学習のなか

で、赤土が海に流れ込んでサンゴが損なわれて

いる問題が取り扱われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46～47ページ 

第 2章「わたしたちの生活と食料生産」 

 

 

これから学習する内容ですが、魚などの水産物

の産地名を明記することが最近なされるよう

になってきました。 

なぜそうなのか、ここで意識付けしておくこと

が大切です。 

 

 

 

49ページ 

 

それぞれの人が何をしているか考えましょう。

すなわち、漁師さんは魚を獲る仕事であり、海

（または川、湖）の恵みを得る仕事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



68ページ 

 

 

静岡県の水産業が紹介される章です。海の恵み

について学ぶ、重要な章です。 

 

 

 

69ページ 

 

かつおの回遊について紹介されています。 

世界の海はつながっていることを学ぶよい教

材です。 

 

 

 

69ページ 

 

焼津港の水揚量が載せられています。 

日本人の摂取する栄養素のうち、タンパク質は

水産物由来が半分近くを占めますが、これはあ

まり知られていません。このことに触れるよい

教材です。 

 

 

 

 



70ページ 

 

まさに「海の恵み」を頂いている瞬間です。養

殖ではないので「海が育てている」わけです。

このことに触れましょう。 

 

 

 

71ページ 

 

漁業の種類について紹介されています。 

・海の恵みで私たちは暮せていること 

・海の恵みを活かすために様々な工夫が考えら

れてきたこと（漁業の分類） 

・海は危険と隣り合わせの場所でもあり、危険

を避けながら暮らしてきたことも「海洋国家」

の姿であること 

・他にはどんな、海の恵みがあるかな？ 

 

 

 

73ページ 

 

身の回りにある、海から得られたものの加工品

を探してみましょう。 

 

 

 



74～75ページ 

 

 

海の資源量とその管理について学べる、たいへ

ん良い素材です。 

・日本で食べる魚は、日本だけでなく世界から

輸入されていること 

・水産物の輸入量がどのように変化しているか 

・魚をとり過ぎると、どんなことが起きるか 

・魚を獲るだけではなく、育てることも行われ

ていること 

・魚を育てることについても、日本は世界最先

端を走る「海洋国家であること」（近大マグロ

など） 

・漁業は日本に住む人々の食生活を支える大事

な産業であり、このまま廃れてしまうのではな

く守らなければならない重要な産業であるこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



76～77ページ 

 

 

魚の養殖について紹介されています。水温や餌

の管理が重要なことに触れられており、そのう

えで 

「海の資源を育てることによって静岡県の漁

業をもりたてています」 

「自然では100万個のたまごから1匹しか育た

ないけれど、養殖では 30万匹が稚魚になる」 

「養殖やさいばい漁業によって水産業が支え

られている」 

ことが述べられています。 

 

水産業は「海の恵みをいただく」＋「海を利用

する」＝「海との共生」という海洋国家の目指

す具体的な姿のひとつであり、授業で大きくと

りあげたい部分です。 

 

 

 

78～79ページ 

 

海で獲れた魚がどのようにスーパーに並ぶの

か、真鯛を例にして説明されています。 

 

 

 

 



80ページ 

 

「豊かな海づくり」として、海との共生を実現

するために行われている取組みが紹介されて

います。 

「海との共生」は、海洋国家・日本を形づくる

うえで非常に重要な概念です。 

 

 

 

81ページ 

 

これまでの学習のまとめです。 

ここで、「海からの恵みの大切さ」「海を守るこ

との大切さ」「海との共生」について振り返り、

我が国は「海洋国家」であったことをしっかり

学ばせましょう。 

（このとき、5～6ページあるいは 13ページで

学んだことが生きてくるので、ここもしっかり

振り返りましょう） 

 

 

 

 



82ページ 

 

「これからの食料生産とわたしたち」という章

で、食材の調達環境を学びます。 

冒頭の児童の会話で「魚売り場でも、とれた海

や漁港の名などが書いてあるものがたくさん

ありました」として、魚のトレーサビリティに

ついて触れられています。 

ここはしっかりと振り返りましょう。 

 

 

 

88ページ 

 

「わたしたちの環境と食料生産」として絵が紹

介されていますが、ここで、一見海から離れた

場所のように見える内陸部の農業と海の環境

がつながっていることを学ぶことができます。 

 

 

 

特に、この児童の発言は、 

・海の環境と内陸部の環境がつながっているこ

と 

・海の環境を守るための活動が実際に行われて

いること 

・内陸部でも、海の環境を守るために出来るこ

とがあること 

を示しており、大変重要な発言です。 

 

 

 

 

 

 

 



89ページ 

 

いそやけについて説明がされています。 

 

 

 

ここで重要なことは、 

・「いそやけ」という現象を知ること 

・磯焼けは、漁業にとって（漁業をいとなむ人

にとって）たいへん困った問題であること 

・その原因は、さまざまに考えられているもの

の、いまだはっきりとは分かっていないこと 

・磯焼けを防ぐためには、原因を突き止めるた

めの研究が必要であること 

・その第一歩として、陸上と海の両方の環境に

対して関心を持ち、行動することが重要である

こと 

です。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい社会５下 

 

 

（20ページ～） 

 

 

22～23ページ 

 

 

「海ぞいに広がる工業地域」として、太平洋ベ

ルトが紹介されています。なぜ海ぞいに広がる

のか、その理由を探る活動から海（海上交通）

の重要性を学ぶことができます。 

 

 

 

28ページ 

 

工業製品が運ばれていく際の窓口として「東京

湾」が紹介されています。22～23 ページの復

習で、改めて海上輸送の重要性を学びます。 

 

 

 



29ページ 

 

 

ここでは、「トラックによる輸送」「船による―

―」「鉄道による――」「飛行機による――」そ

れぞれの利点と欠点を述べさせると良いでし

ょう。 

なお、トン・キロベースで考えた場合、国内航

路による輸送量は鉄道や高速道路を加えたな

かで４割に及ぶとされています。このことも少

し触れられると良いでしょう。 

 

 

 

32ページ 

 

原油を運ぶ船が紹介されています。 

なぜ、原油は船で運ばなければならないのでし

ょうか？その訳を考えましょう。 

 

 

 

38ページ 

 

振り返りですが、工場が海ぞいに建てられてい

ることを再度、確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 



39ページ 

 

このように学んだことを新聞にまとめる場合、

ひとつの視点として「海の関わり」を考えるの

もよいでしょう。 

（つまり、なぜ「太平洋」ベルト地帯なのか、

ということを視点として持ちます） 

 

 

 

40ページ 

 

これまで学習したような工場だけでなく、製鉄

所も海ぞいに多く作られています。これは製鉄

の原料となる鉄鉱石などが、すべて海外からの

輸入に頼っているからです。 

 

41ページ 

 

これは上の問いへの答えです。このような作業

が必要なため、海ぞいに建設するほうが有利な

のです。 

 

 

 

42ページ 

 

製鉄所の製品は国内および海外に運ばれてい

く。そのためにもやはり、工場は海ぞいに作ら

れているほうが有利になります。 

 

 

 

 

 

 

 



45～46ページ 

 

 

石油工場もまた、海ぞいに建てられています。 

 

 

 

48ページ 

 

これは５年（上）の振り返りです。「海の学習」

として学んだことも振り返れるようにしまし

ょう。 

 

114ページ 

 

「世界とつながる日本」のまとめ学習です。 

何でつながっているか、そして船の重要性につ

いておさらいをしましょう。 

 

 

 

 

  



東京書籍 新しい社会６上 

8ページ 

 

縄文時代から、私たちの祖先は海の魚や貝を食

材として利用してきたことが分かっています。 

 

 

11ページ 

 

中国で１万年前に始まった米つくりが、２３０

０年前には日本に伝わっていた。この頃すで

に、海を渡って技術や情報を伝える活動が行わ

れていたことが分かります。 

 

 

 

22ページ 

 

５世紀後半頃、私たちの祖先は国土を統一しま

したが、そのときには海を隔てて離れた地域

（国）も平定しています。海を渡る技術がすで

にあったことを示しています。 

また、奈良地方にあった大和朝廷が九州地方を

従えていたということは、国内でも海を渡る方

法が出来ていたことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 



25ページ 

 

かつての古墳の多くが海沿いから発見されて

いることから、どのような事が考えられるでし

ょうか。 

 

 

 

29ページ 

 

こういった交通を可能にするためには、どのよ

うな技術が必要でしょうか（船を作る技術・船

をあやつる技術）。 

当時の日本にはすでにこれらの技術があり、日

本海を渡ることが出来たということです。 

今、わたしたちにこれが出来るのはどのくらい

いるでしょうか（船を作り、船をあやつる技術

を持った人）。 

 

30ページ 

 

全国から都に運ばれてきた各地の物産品です。

海産物がとても多いことに着目しましょう。 

 

 

 

36ページ 

 

「遣唐使たちの航海は命がけでした」 

ということから分かるように航海は決して簡

単ではなかった。 

島国である日本が、航海の技術を高めていった

といえるでしょう。 

 

 



37ページ 

 

ここにも、航海が大変危険な活動であったこと

が書かれています。 

 

 

 

47ページ 

 

このことから、当時、海上交通がたいへん重要、

かつ危険な活動であったことが分かります。 

 

 

 

77ページ 

 

江戸時代の人々の暮らしが説明されています。 

・食料として海のめぐみを得ていた 

・漁業を営む人も「百姓」と呼ばれている 

ことが書かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



78ページ 

 

この時代、こういった海上交通が盛んだったこ

とが分かります。 

 

 

 

80ページ 

 

遣唐使の時代（７世紀頃）、あれほど危険を伴

った海を渡る活動が、この頃は定期的に物資を

運ぶ活動になっていました。 

何が変わったのでしょうか？ 

 

 

 

81ページ 

 

「まず対馬に立ち寄った後、海路と陸路を経

て」とありますが、日本国内でも海路を使った

ということでしょうか。 

どのような利点があったからそうしたと考え

られますか？ 

 

 

 

 

 

 

 



86ページ 

 

寿司店があるのでしょうか。 

 

 

 

これは寿司屋だそうです。寿司を売るために

は、何（どういった仕事）が必要でしょうか。 

 

 

88ページ 

 

魚市場があったようです。寿司を売るためには

魚が売られていなければなりません。こういっ

た漁業が発達し、江戸の生活を支えていたこと

がわかります。 

 

 

149ページ 

 

「海をへだててまわりの国と接している」と

は、どういうことでしょうか。間に海があるな

ら、接していないのではないでしょうか。 

このことから、領海や公海のことなど、海に関

する国際的な決まり事について考えていくこ

とができます。 

また、なぜそのようなことを決めなければなら

ないかを考え、海には水産物や鉱物、あるいは

開運など、多くの資源や権益が関わっているの

だということを学ぶことができます。 

 



東京書籍 新しい社会６下 

19ページ 

 

国民の祝日として 7月の「海の日」が紹介され

ています。 

「海のめぐみに感謝するとともに、海洋国日本

の繁栄を願う」と書かれています。しっかりと

取り上げましょう。 

 

56ページ 

 

サウジアラビアでは「淡水化工場」で、海水か

ら飲み水や生活用水を作っていると書かれて

います。 

このような施設は、比較的水に恵まれていると

される日本でも開発や設置が進められており、

海の恵みはますます私たちの生活になくては

ならないものになってきています。 

 

 

 

70ページ 

 

地球温暖化により、ツバル国では国全体が海に

沈んでしまうおそれがあることが述べられて

います。 

・海に沈んでしまうとは大変なことですが、と

いうことは海は「困った存在」「迷惑な存在」

ということでしょうか？ 

・どんなことで困るのでしょうか？ 

・こうならないために、何をすればいいのでし

ょうか？ 

 

 

 



東京書籍・小学校理科の教科書における「海」 

４年生 

13ページ 

 

理科のひろば「生き物の活動がさかん

になる季節（春）」で取り上げられてい

る例のうち、愛媛県は海が取り上げら

れています。 

 

 

 

 

59ページ 

 

理科のひろば「生き物の活動がますま

すさかんになる季節（夏）」で取り上げ

られている例のうち、愛媛県は海が取

り上げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

85ページ 

 

理科のひろば「冬に向けたじゅんびの

季節（秋）」で取り上げられている例の

うち、愛媛県は海が取り上げられてい

ます。 

 

 

 

 

87ページ 

 

空気を閉じ込めて使う道具の例とし

て、海で使う浮き袋が取り上げられて

いる。 

 

 

 

 

124ページ 

 

水の循環に関する説明で海の絵および

言葉が出ています。 

 

 

 

 

 



 

135ページ 

 

理科のひろば「冬ごしの季節（冬）」で取り上

げられている例のうち、愛媛県は海が取り上げ

られています。 

 

 

 

 

 

150ページ（発展的取扱い） 

 

「生き物の１年をふり返って」の中で、海の１

年間を取り上げることができる。 

 

 

 

  



５年生 

9ページ（発展的取扱い） 

 

気象衛星の雲写真に海を含む日本全体の写真

が取り上げられている。ここで海の関わりを考

えることができる。 

 

 

 

 

 

15ページ 

 

天気の変化と季節 

 

日本全体での雲の様子で、日本海側で特徴的な

雲のでき方が紹介されている。 

 

 

17ページ 

 

季節ごとの天気の変化を調べてみよう」で、日

本海側と太平洋側の天気の違いを扱い、海洋に

おける日本列島の位置という観点から天気が

述べられている。 

 

 



23ページ（発展的な取扱い） 

 「発芽の条件」として、海辺の植物では塩も関

係あるだろうか、という視点を持つことができ

る。 

実際には多くの植物で塩は生育の阻害条件で

あり、「塩害」を取り上げることができる一方、

海でも育つ植物として海草などを取り上げる

ことができる。 

 

 

40ページ 

 

「サケのたまごの変化」として、海に棲む魚の

例としてサケが取り上げられ、海から川への遡

上が説明されています。 

 

 

 

41ページ（発展的取扱い） 

 

「魚は何を食べているのか」の中で、海の魚は

何を食べているだろうか、といった発問をする

ことができます。43 ページの内容に繋がりま

す。 

 

◎43ページ 

 

「海の水の中にも、いろいろな小さな生き物が

いて、魚などの食べ物になっているよ」という

話題で、海の中の食物連鎖が取り上げられてい

る。 

 

 

61ページ 



 

「台風の進み方と天気の変化を調べよう」のテ

ーマで、台風は必ず海で生まれることと、その

理由について取り上げることができる。 

次の 62 ページの「まとめ」に繋がる内容であ

る。 

 

 

62ページ 

 

 

 

68ページ 

 

川の行き着く先として海を取り上げることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎120ページ 

「塩を海のめぐみです」 

 

として、海水には多量の塩が溶けていること、

それを我々は塩作りに利用してきたことが紹

介されている。129 ページの内容に繋がりま

す。 

 

 

◎129ページ 

海水から塩を取り出す、あるいは岩塩から塩を作る 

 

120ページの内容に関連した内容です。 

 

お茶の水女子大学で開発した「塩をつくろう」

教材にも関連します。 

 

 

 

 

  



６年生 

4ページ、5ページ 

 

 

「地球と生き物のくらし」として、海に棲む

様々な生き物が取り上げられています。 

サンゴ礁 

アオウミガメ 

アカメ（太平洋岸～河口の汽水域に住む肉食性

の魚です） 

テナガエビ（淡水～汽水域に住むエビです） 

 

 

 

41ページ 

 

「いろいろな動物の呼吸や消化などのしくみ

と、からだのつくりを調べよう」として、海に

棲むクジラが紹介されています。 

ここで、海に棲む生き物にとって何が必要か、

考えさせることができます。 

 

57ページ 

 

「生き物のくらしと環境」のトビラで海の魚が

紹介されています。 

 

 

 



64ページ 

 

海の中にも食物連鎖があることが紹介されて

います。 

 

ここでは動物の植物連鎖だけですが、陸上の生

き物と同じように、動物と植物、植物と日光の

関係についても取り上げると学びが深まりま

す。 

 

 

 

67ページ 

 

「生き物と環境とのかかわり」として、生き物

と環境との関わりを考えさせる絵が紹介され

ている。 

この中に海が描かれており、海におけるそれら

を取り上げることができる。 

 

 

 

94ページ 

 

地層のでき方 

 

地層が、海や湖の底で層になって堆積してでき

ることが説明されています。 

また、木の葉の化石が海の底でできることも紹

介されています。 

95ページに繋がる内容です。 

 

 



95ページ 

 

「海や湖の底でできた地層が陸上でみられる

のはなぜか」として、 

高さ 4000 メートルの高山で見つかった、海に

住んでいたアンモナイト化石の例が紹介され

ています。 

 

96～97ページ 

 

長い地球の歴史のなかで恐竜やヒトの誕生が

ごく最近であることの紹介とともに、それより

古い時代に海のなかでアンモナイトが棲んで

いたことが絵で示されています。 

海には古くから生き物がいた、陸上の生き物は

かつて海に棲んでいたと考えられていること

などを話題として取り上げることができます。 

 

111ページ 

「化石から、その化石ができたころのようすを調べて

みよう」 

 

サンゴの化石が見つかり、そこが浅い海だった

ことが分かった例が紹介されています。 

このことから、今は海でなくても過去は海であ

ったかもしれない、という視点を持って生活空

間を眺めることができます。 

 

 

 

135ページ 

 

この内容と、これ以降の「金属も水よう液に溶

けていることがある」の学習とを合わせて、 

「食塩水といえば海水にも塩が溶けているね。

それでは、海水に溶けているのは食塩だけなの

かな？」 

として、海水に溶けているものを考えさせる発

展的な学習につなげることができる。 



164ページ 

 

電気を作る材料として「石油などの化石燃料」

が紹介されています。 

この挿絵のなかに船が書かれているが、これは

どうしてだろう？という視点を持ち、 

石油は日本国内では採れない、そのため外国か

ら船で運ばれてくる、船の行きかう海は重要な

交通ルートだ、という展開で海の重要性に気付

かせることができます。 

 

169ページ 

「地球の気温が高くなっている」 

 

「地球の気温が上がることによって、陸地の氷

が溶けたり、海水の体積が大きくなったりし

て、海水面が上昇し、島が沈んでしまうことが

心配されている」 

と紹介されている。 

それでは海水面は下がったほうがいいのか？ 

下がるとどんな事が起きるか？という視点を

持ち、 

下がった場合は沿岸の海藻類や動物が棲息場

所を失ってしまうことを考え、海の環境を現在

のままに保存・保護することがとても重要であ

ることに気付かせることができます。 

 

170ページ 

 

下水処理場は汚れた水が川に流れ込まないよ

うに作られているが、川の行き着く先は海であ

ることを考え、 

海の環境を守るためにもこういった施設が重

要であることを考えさせることができます。 
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